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詩集Dear Boy （2013）：Emily Berryの声
岡田　和也
　Faber & Faber社から2013年に出版されたDear BoyはForward Prize（for Best First 
Collection）を受賞し，Emily Berryは若い作家の中で一躍その作品が広く認識されるよう
になった。アンソロジーの編者としての側面も，Salt社のThe Best British Poetry 2015があ
り，彼女の鋭いセンスが光る。本論文は，そのEmily Berryの作品群に関して，彼女自身の
朗読音源が入手可能になったことから，詩の中のspeakerの存在が，声の問題としてどう関
わっているかを分析するものである。
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⒈　イントロダクション
　Emily Berryは，2008年に，Eric Gregory Awardを
受賞し，Stingray Feversを出版。前年の2007年には，
Bridport Prize，また，Poetry London competitionで
表彰を受けている。1
　それらの受賞から数年後，2013年に出版された
Dear Boyによって，彼女は2014年，Poetry Book 
Societyが選ぶ“ ‘Next Generation’ poet”の一人と
なっている。2 2013年のThe QuietusのSam Riviere
による記事でも指摘されているように，“the work’s 
vividness, peculiarity, and precision”が特徴である。3
つい最近では，2016年３月31日に，オンラインの
企画，The Poetry Extensionがあり，それに参加し
ている。4 その企画では，ここで取り上げる詩のう
ち，二つを彼女自身が選び，読んでいる（“Our 
Love Could Spoil Dinner”と“Love Bird”）。
　ところで，詩作品の音声データを保持している
Poetry ArchiveのウェブサイトはEmily Berryをこ
のように解説している─
　　 Emily Berry is one of an increasingly distinct 
generation of poets to emerge in the UK since 
the early 2000’s, including Luke Kennard 
(whom Berry cites as an influence), Heather 
Phillipson, Oli Hazzard, Mark Waldron and 
Kate Kilalea.5
もちろん一緒に名を挙げられているのは，現在の詩
壇を代表する詩人達である。また，別のサイトでは，
これからの出版予定に，“Her second poetry collection 
Stranger, Baby will be published in 2017.”と嬉しい報
告が発表されている。6
　さて，今触れた朗読サイトで，彼女の詩の24篇
を聴くことができるようになっているが，それらは，
主に，Forward Prizeを受賞したDear Boyからのも
のである。彼女自らの作品とそれを音読する自身の
voiceの関係を考察していこう。
⒉　鳥を愛する
　まず，“Love Bird”と題された詩の，その最初の
部分を引用してみる─ 7
　　 “Love Bird”
　　　　　　　My bird since you left I have loved 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 strangely
　　　　  I have been various
　　A man came　　　　　   There was something
　　　　　　　　　　　　　　　  wrong with him
　　His eye whites shone like teacups          He was
　　　　　　　　　　　　　　　　　   not unusual
　　I might have conjured him　　　　　  　 He　
　　　　　　　　　　　　　　　　   took my hand
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分析のために，日本語にする。─
　　「愛の鳥」
　　　　　　　わたしの鳥，あなたがいなくなっ
てから愛した，違う感じで
　　　　　色々と
　　ある男が現れた　　　　　　その男には変なと
ころがあった
　　男の白眼はティーカップのように輝き　　　彼
は異様だった
　　わたし，呪文で彼を呼び出したのかもしれな
　　　　　　かった　　彼はわたしの手をとった
ここまでの部分で，ストーリー的にも，鳥とのこと
も，そして，続く，男の登場のことも，淡々と語ら
れ，そして，朗読でも，Berryは淡々としている。
敢えて言えば，“I might have conjured him”（「わ
たし，呪文で彼を呼び出したのかもしれなかった」）
のところのトーンが，彼女がより第三者的に自分の
立場を捉えようとしているところだろうか。
　続きは，こうなる
　　He kissed my hand, yes, okay　　　　　   Girl:
　　　　　　　　　　　　　　　　　　   he spoke
　　　　　  Love cannot live by these laws 　　(he
　　　　　　　　　　　　　　　　     intoned this)
　　His stories were mostly warnings
　 　　　　　　　　　　　　　I am love’s crooked
 　　　　　　　　　　　　　　　　 detour, he said
　　Look at me
　　　　  　He had my face in his hands and I
　　　　　　　　　　　　　　　 couldn’t not look
　　He  pried  my  eyes  open　　　I  saw  him
　　　　　　　　　　　  　　 changing       Lover:
日本語に訳して考察しやすくしよう。─
　　彼はわたしの手にキスをした，ああ，　いいね
　　　　　　　　　　　いい子だと─言った
　　　　　　愛はこんなもんじゃ続かないんだよ
　　　　　　　　　　　（男は歌うように言った）
　　男の話はたいていが警告の類
　　　　　　　　　　　　オレは曲がった回り道，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　愛のね
　　オレを見るんだ
　　　　　　わたしの顔を手で押さえていたけど
　　　　　　　　　　見えないわけじゃなかった
　　男はわたしの目をこじ開けた　　　男が変化
　　　　　　　するのが見えたわ　　あなた─
鳥を愛する気持ちからは離れた歪な愛の姿だと自分
のことを語る男。ピリオドのない文章が続き，実際
朗読されるピッチは変化なく突き通される。１行空
けて原文は，書かれている─
　　Love was not one thing it took many shapes
　　　　　　　　　　　　　　　　　　I mistook
　　its presence   I worshipped it sometimes  other
　　　　　　　　　　　　　　　　　  times I ran
　　I called it names I starved it till my ribs were a
　　　　　　　　　　　　　　　    grand birdcage
　　　　　Lover,
　　　　　　 Love was no bird
日本語での理解のためにも，翻訳しておく。─
　　愛はいろんな形を持って一つじゃない
　　　　　　　　　　　　わたしは間違っていた
　　その存在は違ってた　　　素晴らしいと思っ
　　　　　　　　　たり　　時には走ったりもし
　　その名前を呼んで　　お腹がへって　やがてあ
　　　　　　　　　　　　　ばらが鳥籠になるまで
　　　　　　　あなた，
　　　　　　愛は鳥なんかじゃなかったわ
彼女の理解というのが，（今は）彼女のもとを離れ
てしまった恋人への愛のことを，そして鳥のような
ものだと思っていたことへ後悔へと結びついている
のである。愛が鳥，鳥が愛，などではなかったとい
う神話の崩壊に悲しむ彼女。それは，どんなvoice
になっているだろうか。
　ダウンロードできる本人声のモノトーンな朗読の
中に，“Lover”という言葉は，２回繰り返されて
いるが，そこに躊躇いのような哀愁が込められてい
るのを聞いて，この作品と作者の関係が浮き彫りに
されてくる。それは，speakerが複合化し，“man”
が登場することで，思ってもない認識をする彼女
（“I”）の揺らぎに表れ，また，タイポグラフィーの
単語の配置と，パンクチュエーションの欠如の文章
にまで，このことは，一貫しているのである。
　朗読が聞けることで，Berryによる独特の世界が
再現される詩。短いけれどインパクトのある作品の
出来栄えを深く理解できる幸いが我々の手元にある
のだ。
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⒊　伝記作家，現る
　Berryの朗読は，内容的な動きがあるものの，む
しろモノトーン。アンダーステイティッド
（understated）だとも言える。内容のダイナミック
があっても，返って表面化するのはダイナミズムと
の落差である。
　Dear Boy の冒頭の作品の“Our Love Could 
Spoil Dinner”を考察する。8─
　　We always breakfast with the biographer.
　　On day one I showed him grapefruit spoon;
　　it has a serrated edge.  My father gave him
　　a Mont Blanc fountain pen as a welcome gift,
　　but I think he was more impressed by the spoon.
　　‘It’s almost like a knife!’ he said
さて，この話体は翻訳が鳥＝愛の詩よりも，さらに
難しいが，試みてみよう─
　　わたしたち伝記作家といつも朝食をとるわ。
　　ある 日ね，わたし自分のグレープフルーツ・ス
プーンを見せたの，
　　ギザ ギザの歯があるスプーンね。お父さんは，
以後宜しくと
　　モン ブランの万年筆を贈り物に伝記作家にした
んだけど
　　ギザ ギザスプーンのほうがよかったとわたしは
思う。
　　彼は 言ってたわ，「まるでナイフだ！」って。
この後，「わたし」と伝記作家の絡みは「わたし」
の挑発から始まり，展開される─
　　　　　　　　　　　　　　The biographer
　　is a coffee nut and I use this fact to bond with 
　　　　　　　　　　　　　　   him.
　　‘Oh, Robusta,’ I say dramatically when I know
　　he’s listening.  ‘You inferior bean.’  When we
　　　　　　　　　　　　　　   pass
　　in the hall I fling my arm back and say things 
　　　　　　　　　　　　　　　like:
　　‘Am I strung out or what!’ and ‘Time for another
　　caffeine fix, methinks!’  I am not allowed coffee
　　because of my nerves, but the biographer doesn’t
　　know   this.    Sometimes   we   sit   up   in   bed
　　　　　　　　　　　　　　　comparing
　　moans.   Mine  are  always  loudest.   The 
　　　　　　　　　　　　　　　biographer’s
　　are hampered by his boarding-school education
　　and the British flair for embarrassment.
絡みは，コーヒーのネタから始まる。それが，それ
からもっと，セクシャルなものへと─
　　　　　　　　　　　　　　伝記作家は
　　大の コーヒー好きだったから，それを逆手にし
て喋ったの。
　　聴こ えてるのが分かってて，「ロブスタ・コー
ヒー」っていうの，
　　大げ さに。「安物豆」っても。廊下で出会うと
　　腕を 後ろにぐっと振って，こんな感じのことま
で言っちゃうの─
　　「疲 れ果ててんの，それともナニかしら！」そ
れから，「カフェインの時間なんじゃな
い！」
　　なん て言っちゃうのね。わたしアレルギーで
コーヒー
　　ダメ なんだけど，そのことを伝記作家は知らな
いのよね。
　　時々 は，二人して喘ぎ声を比べあってベッドで
起きてる。
　　わたしの声がいつも大きい。伝記作家のは
　　上流 学校の教育やイギリス人の品の良さからく
る
　　決まりの悪さに阻まれてるわ。
Ben Wilkinsonのネットで読めるThe Guardianの
書評は正しい。
　　 Opening with a darkly comic account of life as a 
dramatised and scrutinised performance, the 
collection presents a host of surreally reimagined 
everyday scenes in which speakers and 
characters, by turns emotionally, intellectually 
and physically compromised, perform accepted, 
expected and imagined roles.9　（下線部筆者）
声によりBerryの扱いたいテーマは，まさに＜関
係＞であることが重要になってきている（“Berry’s 
big theme is relationships.”10）。
　詩は続くのだ。そう，出版社からの電話がかかっ
てきては，伝記作家は，わたしとの関係が危険な要
因であることを認識する。冷や汗。どっと冷や汗を
かく。
　この詩集の中の人物は，「日常のシーンからシュ
ルレアリスティックに姿を変え」て現れて，その上
で声を基にした，speakerとcharacterが，「感情的に，
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知的に，そして心理的に，相入れながら，役を演じ
ている」のだという側面を理解しやすくなる。11
　そして，この詩でも，speakerである“I”に対す
る我々の認識も変わってくる。この作品に，“mini-
fiction”という名称を与えている記事もあるくらい
だが，12 Berryの場合，小説的な詩，つまり，詩と小
説の境目が問題に焦点が行くことも多いのはこのよ
うな特徴からかもしれない（脚注で上述した通り
The QuietusのSam Riviereによる記事にあったよ
うに）。そして，あのLydia Davisの作品群が見せ
ているような世界も思い起こしながら。
　詩の終結部に戻ろう。伝記を依頼した父親の落胆
と怒りが娘に向かうことになる。そこが，このタイ
トルの落ちになっている。第一文目はこうだった。
つまり，「わたしたち伝記作家といつも朝食をとる
わ。」
　“わたし”がその行為があまりに逸脱しているの
で，伝記を書くに値しない，そう，ディナーどころ
ではないっていうことだ─
　　　　　　　　　　　　　　　　　　Sometimes
　　he sweats; afterwards the right side of his face is
　　　 damp.
　　I like to monitor these subtle changes.  Last
　　　 night
　　My father found us touching legs.  ‘Go to your
　　　 room!’
　　he shouted.  ‘You shabby daughter.’  ‘You
　　　 worthless
　　excuse for a story,’ the biographer added.  They
　　　 played
　　cards to settle a debt.  That day my mouth felt
　　　 wetter
　　than usual.  I asked the biographer to check.
　　　 He used
　　his tongue..  ‘This may affect the results,’ he
　　　 said.
ここで，日本語にするには強烈な言葉もあるが敢え
て訳しておこう─
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　時々
　　出版 社からの電話がある。伝記作家は電話に出
て
　　汗を かく。電話の後で，いつものしゃんとした
顔がダクダク。
　　わた しの見逃さなかったこの変わり様をモニ
ターにかけてみたい。昨日の夜は
　　お父 さん，わたしたちが足でじゃれあってるの
をみつけたのね。「部屋へ行ってしまえ！」
　　って 大声。「この卑猥な娘め。」「何って言って
みても話の筋は変わらないよ」と
　　伝記 作家が言葉を加える。二人は
　　貸し を清算しようとカード・ゲームをしている
んだわ。その日，わたし，
　　いつ もより口が濡れている感じがした。わたし
は，中を見てみてと言った。伝記作家は
　　舌を 使った。彼は言った，「これで結果が変わっ
てくるかもしれないね」，と。
　声，すなわち，話者が変わってくる。そこには，
ここで非常に興味深いことに，これまで，何か勝手
に一人歩きしてきた“confessional”という定義と
スタイルへ，Berryの抵抗がある。そう，“I”を多
用する作品を好むとインタビューに答えながら，そ
こで同時にこのような発言をしている─
　　 I like so-called lyric poems, that use ‘I’ a lot (I 
just checked this and the vast majority of 
poems in the anthology are written in the first 
person!). I like poems about identity, that are 
personal, ‘confessional’—although I object to 
that term. Poems that are kind of weird, edgy, a 
bit unsettling, have a sense of humour. And I 
suppose those are the poems that I would hope 
to write as well.13（下線部筆者）
これは，告白詩のもっているフィクション性の問題
を表している。ロマン派以降にあるventriloquyに
よる“I”と話者との関係が，微妙な相互作用性に
あるからだ。
　言い換えれば，腹話術のあり方が，独特であるこ
と，つまり，Sylvia Plath的なものに同一化されて
しまうことへの違和感が，Berryにあることを示す。
　詩の最後で予感されている伝記の行方（sequence 
of the biography）が“affect”とされるというのは，
“change”されるということの含みを，この語り（＝
舌）は暗示している。
⒋　着用入門
　そんな中で詩集全体は，あるいはBerryの手法そ
のものが，speakerのテクニークが鋭く角度を持っ
て付与されているものである。彼女自身に取って「詩
は常に声」（“for her ‘a poem is always a voice”）と
まで断言されたりもする。14
　今回の論考で，最後の作品として，“A Short 
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Guide to Corseting”をあげたい。批評や書評でも
よく取り上げられる。
　いきなり，冒頭からこう始まる。speakerのイン
トロが効いている─ 15
　　My first was an eighteen-inch black ribbon,
　　straight off the rack; my boyfriend picked it out.
　　We agreed small waists were more attractive;
　　we were in a loving and supportive relationship.
しばらく，日本語にしたもので読んでいくと─
　　わた しの最初のは18インチのブラックリボン
ので，
　　ラッ クから真っ先に。ボーイフレンドが選んで
くれた。
　　細い 腰のが魅力的なんじゃない，と意見が一致
していたのよ，
　　二人は愛の支え合う関係。
　　良い指導者を選ぶのが，コルセットの
　　最後 で最難の技。トレーナーは，誠意を持った
人で，
　　もう 無理だわ，と根をあげさせる腕力のある人
でなきゃ。
　　自制のことは考えなくていい。
　　苦痛は人生の背骨。支えとなる。
　　わた しがコルセットをつける理由，それは，愛
は
　　カニのように横からやってくるからなの。愛に
　　同意を示したい，そう鉤爪でさらわれたい。
　　わた しのトレーナーは日に23時間コルセットを
　　つけ たままにさせる。少しでもしないと，時間
の無駄だと。わたしは，
　　そのニシキヘビのように太い腕が好き。毎朝
　　紐を締めて，掌に線が焼き付ける，そうして，
　　息を しながら，うーん，というと，断りを最後
に言う。
　　わた しはドアの枠につかまる。トレーナーの方
が
　　わた しよりも大変なはず。この苦しみをトレー
ナーがどうしているのか
　　まじ まじと見たことがある。双方大変。これが
いいの。
二つ目は，どうか─
　　二つ 目のは，16インチので，縛り上げる部分
が２インチのだった。
　　あつ らえたものだった。ボーイフレンドは，ト
レーナーが
　　紐で 結ぶ間，しっかりとわたしを抱き寄せてお
いてくれた。わたしは
　　深い息を最後にして，体を預け，二人の間で
　　立っ たままだった。それは，安心だった。トレー
ナーは，ソレダ，と言った。
　　ミゴ トナ目眩ダ。わたしは眼から泡を吹いてい
た。
　　トレ ー ナーは小声でいった，イッチョアガリと。
わたしは体を曲げられなかった。
最後は，こうだ─
　　Now
　　that I wear a fourteen-inch I use only the top
　　　　   half of 
　　my lungs; there’s just room to breathe.  I’ve still
　　　　   got
　　more than enough.  I’ve realized how little we
　　　　   need.
つまり─
　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　そう，
　　 今は，胸の上の半分に１４インチのを着けてる
わ，
　　 息をするのにちょうどいい大きさ。もうちょっ
とちいさくてもいいかも。
　　ほんのわずかでいいんだって気づいたわ。
ボーフレンドとの関係をオープンに且つどこか忍ば
せながら，同時に，女性としてのポジションを告白
するそのやり方は，やはり常套手段とは大きく違っ
て，声の逸脱が魅力になっている。もう，作品上の
人物の声なのか，Berryの声なのか，眩暈の中で，
聞いている。
⒌　まとめ
　Emily Berryの声でもって生み出された世界は，
シュールな人物を作り出していて，その礎には，声
の違和が底にあると言える。このことを，敢えてそ
のスタイルとして強調するために，繰り返して引用
しておくべきだろう─
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　　 Poems that are kind of weird, edgy, a bit 
unsettling, have a sense of humour. And I 
suppose those are the poems that I would hope 
to write as well.16  
つまり，Berryの作品に登場する人物たち，そして，
声を支えているのは，饒舌ではなくて，超絶な，超
‘舌’的語りである。
　いわゆる告白体と違う声を意識するために，我々
は，告白話体という造語を作っても良いかもしれな
い。その声の意義の深遠さは，より深い考察をさら
に必要とするものである。
─────────────
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